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ヽ

た
う
え
に

そ
の
テ
ン
ポ
が
急
速
で
あ
る
と
い
う
点
で
違
っ
て
い
る
。

ヽ

い
ま

在
の
状
態
に
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、

わ
が
国
の
場
合
は
遅
れ
て
高
齢
化
を
始
め

そ
れ
以
来
徐
々
に
現

應
で
、

f
'
 

し
か
し

フ
ラ
ン
ス
は
一
三

・
O
％
（
一
九
八
四
年
）

と
い
う
状

八
三
年
）
、

イ
ギ
リ
ス
は
一
五

西
ド
イ
ツ
は
一
四

距
離
が
あ
る
は
う
で
あ
る
。

4

ヽ

よ．
 

た
と
え

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
一
六
•
八
％
（
一
九

も
ち
ろ
ん
‘

わ
が
国
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
西
欧
と
比
べ
る
と
ま
だ
か
な
り

九
％
（
一
九
八
三
年
）
、

-
％
（
一
九
八
三
年
）
、

わ
が
国
よ
り
一
段
と
高
齢
者
の
割
合
が
高
い
。

国
々
は
二

0
世
紀
に
入
っ
て
ま
も
な
く
高
齢
化
が
始
ま
り
、

こ
れ
ら
西
欧
の

と
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

年
に
七
三
九
万
人
、
五
五
年
に
一
、

0
六
五
万
人

六

0
年
に
は
一
、
二
四

0
万
人

者
の
実
数
か
ら
み
て
も
‘

昭
和
三

0
年
に
は
四
七
九
万
人
で
あ
っ
た
の
が
、

四
五

は
一

0
・
ニ
％
と

こ
の
三

0
年
間
に
は
ぱ
二
倍
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
。

高
齢

第
に
上
昇
し
、

四
五
年
に
七

-
％
と
な
り
、

五
五
年
に
九

-
％
 

六

0
年
に

な
り
え
な
か
っ
た
。

ヽ

し
か
し

実
際
に
高
齢
者
の
割
合
は
昭
和
三

0
年
以
後
に
次

％
は
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
て

一
般
の
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
の
ま
と
に
は

で
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、

当
時
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
五

入
る
と
い
う
こ
と
は
‘
す
で
に
昭
和
三

0
年
こ
ろ
か
ら
一
部
の
専
門
家
の
あ
い
だ

は
予
想
以
上
の
テ
ン
ポ
で
進
ん
で
い
る
。

日
本
人
口
が
や
が
て
高
齢
化
の
段
階
に

こ
こ
一

0
年
は
ど
の
こ
と
で
あ
る
が

高
齢
化
杜
会
の
原
因
で
あ
る
人
口
高
齢
化

わ
が
国
で
高
齢
化
杜
会
の
問
題
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
‘

ヽ

ー・

人
口
高
齢
化

8
本
の
人

n古
阿
齢
化
と
経
済

』
-了

• 
岡

崎

陽

日
本
大
学
法
学
部
教
授
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こ
の
推
計
は
昭
和
六

0
年
国
勢
調
卦
の
一
％
抽
出
巣
計
を
基
準
人
口
と
し
、

て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

の
ひ
と
が
高
齢
者
で
あ
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
。

昭

仲
間
入
り
を
し
た
日
本
の
人
口
は
、

現
在
、

1
0
・
ニ
％
と
総
人
口
中
は
ぼ
一
割

昭
和
四
五
年
に
高
齢
者
の
割
合
が
七

-
％
と
な
っ
て

そ
こ
で
今
後
の
見
通
し
を
厚

生
省
人
口
間
題
研
究
所
が
昭
和
六
一
年
八
月
に
発
表
し
た
将
来
人
口
推
計
に
よ
っ

「
老
化
し
た
人
口
」

の

2 ヽ

今
後
の
見
通
し

も
ま
た
急
速
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

が
国
の
場
合
、

出
生
率
と
死
亡
率
の
低
下
が
急
激
で
あ
っ
た
だ
け
‘

人
口
高
齢
化

の
数
が
減
少
す
る
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
働
い
て
人
口
高
齢
化
は
進
行
す
る
。

わ

寿
命
が
伸
び
て
高
齢
者
の
数
が
増
加
す
る
、
他
方
、
出
生
率
が
下
っ

て

子

供

ら
八

0
年
に
伸
び
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
な
っ
て
い
る
。

死
亡
率
の
著
し
い
低
下
の
結
果
、
日
本
人
の
人
生
は
五

0
年
か

三
年
と
七

0
．
二
年
に
な
り

六
0
年
に
は
七
四
•
八
四
年
と
八

0
•

四
六
年

年
、
女
四
九
•
六
年
と
い
ず
れ
も
五

0
年
以
下
で
あ
っ
た
が
、

三
五
年
に
は
六
五

る。

戦
前
の
平
均
寿
命
は
昭
和
一

0

1

一
年
の
生
命
表
に
よ
る
と
男
四
六
•
九

し
た
。

そ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
平
均
寿
命
が
著
し
く
伸
び
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

あ
る
。

ま
た
死
亡
率
の
低
下
は
戦
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が

戦
後
一
段
と
加
速

か
ら
一
七
知
ま
で
、

こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
理
由
は
‘

ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
か
ら
昭
和
三

0
年
初
頭
に
か
け
て
、

1
0
年
間
で
半
減
し
、

そ
の
後
は
ば
一
貫
し
て
低
水
準
に

普
通
出
生
率
で
み
て
三
四
％

と
死
亡
率
が
急
速
に
下
が
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

出
生
率
は
昭
和
ニ
ニ
ー
ニ
四
年
の

戦
後
に
出
生
率

つ
の
指
標
と
し
て
高
齢
者
の
割
合
が
七
％
か
ら
一
四
％
に
達
す
る
ま
で
に
要
す
る

年
数
を
比
べ
て
み
る
と
‘

高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
二
倍
か
ら
四
倍
も
速
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
八
五
年
‘
イ
ギ
リ
ス
と
西
ド
イ
ツ
は
四
五
年
で
あ
り
、

日
本
の

日
本
の
二
六
年
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は

一
五
年
‘

- 3 -



表1 日 本 人 口 の 将 来 見 通 し (1000人、

（資料） 厚生省人口問題研究所「 H本の将来人口新推計について」

（昭和61年 8月暫定推計）

％） 

年 次 総人口 0 -14オ 15-64オ 65オ以上 0 -14オ 15-64オ 65オ以上
~ ~ ~ 

nrifn60(l985) 121,047 26,107 82,541 12,400 21,6r ° 68.2少° 10.2r ° 

65(1990) 124,244 23,205 86,293 14,747 18.7 69. 5 11.9 

70(1995) 127,607 22,442 87,214 17,950 17 .6 68.4 14. I 

75(2000) 131,276 23,615 86,390 21,271 18.0 65.8 16.2 

80(2005) 134,385 25,223 85,017 24,146 18.8 63.3 18.0 

85(2010) 136,016 25,398 83,583 27,034 18.7 61.5 19.9 

90(2015) 136,176 23,987 81,596 30,593 17 .6 59.9 22.5 

95(2020) 135,567 22,417 81,260 31,890 16.5 59.9 23.5 

100(2025) 134,923 22,134 81,304 31,485 16.4 60.3 23.3 

丁~35) ＇ 
133,463 23,981 78,490 30,992 18.0 58.8 23.2 

参 120(2045) 130,380 22,905 76,051 31,424 17.6 58.3 24.1 

130(2055) 128,074 22,078 77,015 28,982 17 .2 60.1 22.6 

140(2065) 126,612 23,338 75,014 28,260 18.4 59.3 22.3 

考 150(2075) 125,298 22,552 73,968 28,777 18.0 59.0 23.0 

160(2085) 124,471 22,341 74,716 27,414 18.0 60.0 22.0 

今
回
の
推
計
は
暫
定
推
計
と
さ
れ
て
い
る
。

死
亡
率
の
予
測
は
、

死
因
別
死
亡
率

出
集
計
で
あ
る
こ
と
か
ら

い
ず
れ
全
数
集
計
と
お
き
か
え
る
こ
と
を
予
定
し
、

測
し
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

基
準
人
口
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
が
一
％
抽

和
六

0
-
1
0
0
年
の
期
間
の
男
女
年
齢
別
死
亡
率
と
女
子
年
齢
別
出
生
率
を
予

4
 



た
と
い
う
や
や
複
雑
な
動
き
を
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
変
化
は
昭
和
四

0
年

の
ち
、

昭
和
四
八
年
の
ニ
・
一
四
か
ら
五
六
年
の
一
・
七
四
ま
で
低
下
し
た

五
九
年
の
一
•
八
一
ま
で
上
昇
し
、
六

0
年
に
再
び
一

七
六
に
低
下
し

六
五
年
の

八
四
‘

九
六
‘

昭
和
六

0
年
に

•
七
六
で
あ
っ
た
も
の
が
六
一
年
に

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
毎
年
の
女
子
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
ご
と
に
出
生

過
程
を
観
察
し
、

の
タ
イ
ミ
ン
グ
、

出
生
過
程
が
完
結
し
て
い
な
い
コ
ー
ホ
ー
ト
に
つ
い
て
完
結
出

生
力
の
水
準
と
出
生
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
予
測
し
、

出
生
率
を
予
測
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
各
コ
ー
ホ
ー
ト
の
結
婚
・
出
産

生
涯
未
婚
率
、
夫
婦
の
完
結
出
生
児
数
を
仮
定
し
て
予
測
す
る

の
で
あ
る
が
、
高
位
、
中
位
、
低
位
の
三
つ
の
仮
定
の
う
ち
中
位
に
つ
い
て
説
明

事
実
上
、
三
つ
の
推
計
の
な
か
で
中
位
の
仮
定
に
も
と
ず
く
推
計
が
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
。
中
位
仮
定
の
出
生
率
を
合
計
特
殊
出
生
率
で
あ
ら
わ
す
と
‘

し
た
の
ち
、

の
動
き
は
‘

七
五
年
の
一

•
七
五
ま
で
や
や
低
下

1
0
0
年
の
二

•
O

0
ま
で
緩
か
に
上
昇
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
合
計
特
殊
出
生
率

す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
毎
年
の
年
齢
別

つ
ぎ
に
出
生
率
の
予
測
は
‘

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
コ
ー
ホ
ー
ト
出
生
率
法
に
よ

と
急
速
な
も
の
と
み
る
結
果
に
な
っ
た
。

寿
命
の
伸
び
が
予
測
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、

こ
の
こ
と
は
高
齢
化
の
進
行
を
一
段

年
、
女
八

0
•

四
一
年
と
み
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
か
な
り
大
き
な

寿
命
は
男
七
五

・
0
0
年
、
女
八

O・

―
―
―
六
年

1
0
0
年
に
は
男
七
五

•
O
七

ら
れ
て
い
る
。
前
回
の
昭
和
五
六
年

一
月
の
推
計
で
は
‘

昭
和
七
五
年
の
平
均

1
0
0
年
に
は
男
七
七
•
八
七
年
、

女
八
一
1

一
・
八
五
年
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
み

で
あ
っ
た
も
の
が
、

七
五
年
に
男
七
六
•
八
一
年
、
女
八
ニ
・
六
九
年
と
な
り
、

の
こ
れ
ま
で
の
傾
向
を
勘
案
し
て
将
来
を
予
測
し
た
う
え
、

率
の
傾
向
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
将
来
の
年
齢
別
死
亡
率
を
予
測
し
て
い
た
の
を
、

最
近
死
因
別
死
亡
率
が
特
徴
あ
る
変
化
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
改
善
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。

の
形
で
示
し
て
み
る
と
‘ こ
う
し
て
予
測
さ
れ
た
将
来
の
死
亡
率
の
水
準
を
平
均
舟
命

昭
和
六

0
年
に
男
七
四
•
八
四
年
、
女
八

0
•

四
六
年

率
に
変
換
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
‘
従
来
、
年
齢
別
死
亡

こ
れ
を
年
齢
別
死
亡

- 5 -



者
の
実
数
と
割
合
の
増
大
ぶ
り
が
最
も
大
ぎ
い
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
歳
以

t
の
高
齢
者
の
実
数
は
昭
和
六

0
年
に
―
二
四

0
万
人
で
あ
っ
た
の
が
、

七
五
年
に
一
―
―
二
七
万
人
と
な
り
、
総
人
口
の
一
六
・
ニ
％
と
な
る
。

回
の
一
九
九
四
万
人
と
一
五
•
六
％
と
比
べ
て
双
方
と
も
増
大
し
て
い
る
。

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ

こ
れ
は
前

．、
ナ’

主
と
し
て
、

つ
ぎ
に
年
齢
別
人
口
の
将
来
を
み
る
と
、
前
回
と
同
様
に
六
五
歳
以
上
の
高
齢

今
回
死
亡
率
の
水
準
が
前
回
と
比
べ
て
大
幅
に
低
く
予
測
さ
れ
て
い

こ
れ
は

0
0
0
人
で
あ
っ
た
か
ら
、

ピ
ー
ク
の
時
点
は
数
年
お
く
れ
、

0

0
人
で
あ
る
。

億
三

0
三
五
万
九
‘

ピ
ー
ク
時
の
人
口
は
約
六

0

0
ガ
人
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

前
回
の
推
計
で
は
‘
日
本
人
口
の
ピ
ー
ク
は
昭
和
八
三
年
の

る
と
日
本
人
口
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
の
は
昭
和
八
八
年
の
一
億
―
―
―
六
二
五
万
三
〇

万
人
と
な
っ
て
は
ぼ
静
止
人
口
に
な
る
み
こ
み
で
あ
る
。

推
計
結
果
を
細
か
く
み

し、

1
0
0
年
に
一
億
三
四
九
―
―
万
人
と
な
り

一
六

0
年
に
は
一
億
二
四
四
七

九

0
年
に
一
億
三
六
一
七
ガ
六

0
0

0
人
で
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。

そ
れ
以
後
滅
少

と
こ
ろ
で
表
一
を
み
る
と
‘

日
本
人
口
は
今
後
さ
ら
に
増
加
を
つ
づ
け
、
昭
和

て
漸
増
す
る
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
。

復
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

中
位
仮
定
で
は
二

·
0
0

か
ら
二

•
O
九
に
向
っ

そ
れ
以
降
昭
和
一
六

0
年
ま
で
は
参
考
推
計
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
さ
い
昭
和

あ
る
が
、

に
‘
潜
在
的
な
出
生
力
が
表
面
に
出
て
上
述
の
よ
う
に
徐
々
に
合
計
特
殊
出
生
率

以
上
が
昭
和
一

0

0
年
ま
で
の
死
亡
率
と
出
生
率
の
予
測
に
つ
い
て
の
説
明
で

今
回
の
推
計
で
は
昭
和
一

0

0
年
ま
で
の
推
計
を
正
式
の
推
計
と
し
、

六
0
年
に
は
合
計
特
殊
出
生
率
は
人
口
置
き
換
え
水
準
に
あ
た
る
二

•
O
九
に
回

は
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

か
ら
将
来
を
判
断
す
れ
ば
、
高
学
歴
下
に
よ
る
結
婚
の
遅
れ
が
お
さ
ま
る
と
と
も

が
平
均
ニ
・
―
一
人
程
度
に
な
る
と
い
う
状
況
に
も
変
化
か
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と

て
未
婚
で
過
ご
そ
う
と
い
う
ひ
と
は
少
く
、
ま
た
夫
婦
が
最
終
的
に
産
む
子
供
数

説
明
さ
れ
る
が

出
産
力
調
壺
な
ど
の
結
果
を
み
る
と
わ
が
国
で
は
生
涯
を
通
じ

に
一
五
歳
に
達
し
た
コ
ー
ホ
ー
ト
以
後
‘

初
婚
年
齢
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

- 6 -



に
対
す
る
高
齢
者
の
比
率
は

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
指

そ
の
比
率
は
八
・
七
％
で
あ
っ
た
。

和
三

0
年
の
場
合
、
高
齢
者
四
七
九
万
人
、

昭

昔

高
齢
者
の
割
合
が
五
％
程
度
で
あ
っ
た
と
き

六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
数

と
生
廂
年
齢
人
口
の
量
的
関
係
で
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

る
か
と
い
う
問
題
と
も
関
係
す
る
が

高
齢
者

と
い
う
間
題
で
あ
る
。

そ
れ
は
高
齢
者
に
対
し
て
杜
会
が
ど
の
程
度
の
負
担
を
す

人
口

（
生
産
年
齢
人
口
）

が
支
え
る
と
苔
‘
そ
の
重
さ
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か

高
齢
化
杜
会
の
問
題
は
‘

基
本
的
に
は
‘
増
加
す
る
高
齢
者
を
働
き
ざ
か
り
の

3 ヽ

あ
ら
わ
れ
、

ピ
ー
ク
が
二
度
に
わ
た
る
と
い
う
見
通
し
は
前
回
と
同
じ
で
あ
り
、

ま
で
高
齢
者
数
が
三

0
0
0
万
人
を
越
え
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

前
回
は
昭
和
―
二

0
年
を
越
え
る
と
高
齢
者
の
割
合
は
二

0
％
を
下
ま
わ
り
‘

人
口
高
齢
化
に
と
も
な
う
経
済
社
会
的
問
題
は
た
ん
に
高
齢
者
の
増
加
と
い
う

生
産
年
齢
人
口

（
一
五
ー
六
四
歳
）

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
か
と
い
う
広
義

高
齢
者
と
生
産
年
齢
人
口

最
も
単
純
な
表
現
を
す
る
な
ら
、

と
一
五

i
六
四
歳
の
生
産
年
齢
人
口
の
比
率
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
み
る
と
‘

生
産
年
齢
人
口
五
五
一
七
万
人
で
、

こ
の
比
率
す
な
わ
ち
生
産
年
齢
人
ロ
一

0

0

「
老
年
人
口
指
数
」

の
年
齢
構
造
の
変
化
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
と
だ
け
で
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、

そ
れ
が
年
少
人
口

(
O
i
 ―
四
歳
）

ゃ

割
る
こ
と
は
期
待
で
各
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

や
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

今
回
の
結
果
で
は
最
後
ま
で
二

0
％
を や
ま
た

0

0
万
人
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が

今
回
は
昭
和
九

0
年
か
ら
―
二

0
年

に
お
け
る
高
齢
者
の
数
と
割
合
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

前
回
は
高
齢
者
が
三
〇

も
大
体
同
じ
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
死
亡
率
低
下
が
大
き
い
た
め
ピ
ー
ク
時

ピ
ー
ク
時
点

四

-
％
と
い
う
第
二
の
ピ
ー
ク
が
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
人
口
高
齢
化
の

―
且
や
や
減
少
し
た
の
ち
、
昭
和
―
二

0
年
に
三
―
四
二
万
人

以
後
‘

昭
和
九
五
年
に
三
一
八
九
万
人
、

二
三
•
五
％
と
い
う
第

の
ピ
ー
ク
が
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表2 老 年 人 口 指

年 次
老年人口 老年人口

指数 I 指数 II

昭和 6 0 (1985) I 5. 0 1 0. 6 

6 5 (1990) 1 7 . 1 l l . 9 

7 0 (1995) 2 0. 6 1 3. 6 

7 5 (2000) 2 4 . 6 1 6. 6 

8 0 (2005) 2 8. 4 1 9. 9 

8 5 (2010) 3 2. 3 2 2. 8 

9 0 (2015) 3 7. 5 2 5. 7 

9 5 (2020) 3 9. 2 2 9. 8 

1 0 0 (2025) 3 8. 7 3 0. 8 

r 1 1 0 (2035) 3 9. 5 2 9. 3 

参 1 2 0 (2045) 4 1 . 3 3 1 . 9 

1 3 0 (2055) 3 7, 6 3 0. l 

1 4 0 (2065) 3 7. 7 2 7. 5 

考 l 5 0 (2075) 3 8. 9 3 0. 0 

1 6 0 (2085) 3 6. 7 2 8. 8 

注） I : (65オ以上）/(15-64オ）

II : (70オ以上）/(20-69オ）

数 (%) 者
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

二

0
年
に
か
け
て
は
‘

二
•
五
人
な
い
し
三
人
の
生
産
年
齢
人
口
で
一
人
の
高
齢

数
は
最
も
簡
単
に
そ
の
時
々
の
高
齢
者
扶
養
の
重
さ
を
表
現
す
る
指
数
と
し
て
利

六

0
年
に
は
一
五

・
O
％
と
次
第
に
高
ま
っ
て
来
て
い

人
口
高
齢
化
と
と
も
に
、

そ
れ
が
今
後
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
か
を
前
述
の
将
来
人
口
推
計
に
基
づ

か
ら
―
二

0
年
に
か
け
て
三

0
％
を
大
幅
に
越
え
一
時
は
四

0
％
を
越
え
る
と
き

る
と
い
う
状
態
で
あ
る
の
が
、
七
五
年
に
二
四
•
六
％
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
四
人

の
生
産
年
齢
人
口
が
一
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
を
意
味
し
、

九

0
年
か
ら

い
い
か
え
れ
ば
、

い
ま
は
生
産
年
齢
人
口
が
は
ぼ
七
人
で
一
人
の
高
齢
者
を
支
え

も
あ
る
と
い
う
状
態
に
な
る
。

老
年
人
口
指
数
が
一
五

・
O
％
で
あ
る
こ
と
は

昭
和
六

0
年
に
一
五

・
O
％
で
あ
っ
た
の
が
、

七
五
年
に
二
四
・
六
％
、

九

0
年

い
て
計
算
し
て
み
る
と
、

表
二
の
老
年
人
口
指
数

I
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
‘

者
扶
養
の
重
み
は
焙
実
に
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

る。

い
い
か
え
れ
ば

生
産
年
齢
人
口
に
対
す
る
高
齢

五
年
に
は
一
三
•
五
％
、

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

昭
和
四
五
年
に
は
老
年
人
口
指
数
は
一

0
•

三
％
、
五
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と
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。

高
齢
者
七

0
歳
説
は
シ
ョ
ッ
ク
療
法
の

つ
と
し
て
う
け

よ
ほ
ど
思
い
切
っ
た
改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

生
じ
る
問
題
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
‘

る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ヽ

し
か
し

人
口
高
齢
化
に
伴
っ
て

は
容
易
で
あ
る
が
、

年
金
支
給
や
雇
用
制
度
を
新
し
い
定
義
に
あ
わ
せ
て
変
更
す

る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

に
は
変
わ
り
が
な
い
が
、

そ
の
レ
ベ
ル
は
さ
き
の
場
合
と
比
べ
て
か
な
り
低
く
な

後
次
第
に
上
昇
し
、

昭
和
九

O
i
―
二

0
年
に
そ
れ
が
相
当
な
高
さ
に
な
る
こ
と

と
表
二
の
老
年
人
口
指
数

II
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
指
数
が
今

に
含
め
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。

そ
こ
で
生
産
年
齢
人
口
を
二

0
1
六
九
歳
人
口

多
く
は
就
学
の
た
め
に
労
働
力
化
し
て
い
な
い
現
状
か
ら
み
て

下
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ヽ

し
か
し

同
時
に
一
五
ー
一
九
歳
の
人
口
の

森
で
五
七
％
と
な
っ
て
お
り
、

実
際
に
働
い
て
い
る
人
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
。

、。

ろ
う
カ

ち
な
み
に
、

六
五
ー
六
九
歳
の
男
子
の
就
業
率
は
昭
和
六

0
年
国
勢
調

で
あ
っ
た
が
、

人
生
八

0
年
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
人
々
が
長
絣
に
な
っ
た
現
在
で
は
‘

と
を
提
案
し
て
み
た
い
。

従
来

六
五
歳
以
上
を
高
齢
者
と
す
る
の
が
社
会
通
念

が

こ
の
よ
う
な
重
い
扶
養
負
担
に
生
産
年
齢
人
口
が
耐
え
ら
れ
る
か
否
か
は
‘

よ
う
に
し
た
ら
い
く
ら
か
で
も
軽
減
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
‘

こ
こ
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
年
齢
区
分
に
つ
い
て
の
社
会
通
念
を
変
え
る
こ

六
五
歳
以
上
で
は
な
く
七

0
歳
以
上
を
高
齢
者
と
す
る
の
が
適
当
で
は
な
い
で
あ

も
し
高
齢
者
を
七

0
歳
以
上
と
定
義
し
な
お
せ
ば
老
年
人
口
指
数
が
そ
れ
だ
け
低

と
し
、
高
齢
者
を
七

0
歳
以
上
と
し
て
改
め
て
老
年
人
口
指
数
を
計
算
し
な
お
す

高
齢
者
を
六
五
歳
以
上
で
は
な
く
七

0
歳
以
上
と
改
め
て
定
義
し
な
お
す
こ
と

め
の
方
向
と
し
て
、

こ
の
場
合
で
も
‘

生
産
年
齢
人
口

こ
れ
を
解
決
す
る
た

い
く
つ
か
の
点
で
発
想
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る

齢
化
社
会
を
考
え
る
さ
い
の
最
大
の
問
題
点
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
ど
の 高
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層
の
相
対
的
増
加
を
と
も
な
う
。

そ
の
う
え
、
中
卒
後
高
校
へ
の
進
学
率
の
上
昇

人
LJ
高
齢
化
は
た
ん
に
高
齢
者
の
増
加
だ
け
で
は
な
く
‘

の
変
化
を
も
た
ら
し
‘

人
口
の
年
齢
構
造
全
体

生
産
年
齢
人
口
の
中
で
ザ
右
年
層
の
相
対
的
減
少
と
中
高
年

第
二
に
、
人
口
高
齢
化
は
必
然
的
に
労
働
力
人
口
の
中
高
年
化
を
も
た
ら
す
。

経
済
の
成
長
は
相
互
依
存
的
で
あ
り
、
両
者
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が

そ
れ

る
の
で
、
社
会
福
祉
の
た
め
の
費
用
が
著
し
く
膨
脹
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

立
っ
て
い
る
が

ま
た
わ
が
国
で
は
現
在
、
社
会
福
祉
の
面
で
の
遅
れ
が
目

現
在
の
西
欧
諸
国
の
経
験
に
よ
っ
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

わ
が
国
で
は

分
野
の
社
会
保
障
費
が
膨
脹
す
る
の
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
規
模
は

か
し

し

そ
の
影
牌
す
る
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
で
あ
ろ
う
が
‘

人
口
論
的
に
み
て
重
要
と

人
口
高
齢
化
は
日
本
の
経
済
に
対
し
て
少
な
か
ら
ぬ
影
孵
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

思
わ
れ
る
も
の
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

第
一
は
高
齢
者
の
社
会
的
扶
養
の
た
め
の
支
出
、

具
体
的
に
は
社
会
保
障
費
が

増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
高
齢
者
の
た
め
の
社
会
保
障
が
老
齢
年
金
、
保
健
医
療
‘

杜
会
福
祉
の
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
前
二
者
は
昭
和

三

0
年
代
中
頃
に
国
民
皆
年
金
・
皆
保
険
の
制
度
が
確
立
さ
れ
‘
ま
た
近
年
こ
れ
ら

に
関
す
る
法
律
の
改
正
が
行
わ
れ
て
、
長
期
的
に
そ
の
基
盤
が
固
め
ら
れ
た
。

人
口
高
齢
化
が
将
来
推
計
人
口
の
示
す
よ
う
に
進
む
に
つ
れ
て
こ
れ
ら
の

前
述
の
よ
う
に
高
齢
化
の
実
態
が
深
刻
で
あ
る
だ
け
‘
費
用
の
膨
脹
も
よ
り
き
び

し
い
に
ち
が
い
な
い
。

ヽ

お
り

今
後
は
独
居
老
人
や
夫
婦
の
み
の
老
人
の
増
加
が
み
こ
ま
れ
て

ま
た
種
々
の
意
味
で
の
要
介
護
老
人
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

社
会
保
障
費
は
高
齢
者
の
生
活
を
ま
も
る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
あ
り
、

が
増
加
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

る
生
産
関
連
投
資
を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
り
、

民
経
済
の
成
長
を
抑
制
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

大
切
で
あ
る
。

同
時
に
そ
れ
が
国
民
経
済
に
お
け

社
会
保
障
費
を
生
み
出
す
べ
き
国

こ
の
意
味
で
、

社
会
保
障
と
国
民

4 ヽ

人
口
高
齢
化
の
経
済
へ
の
影
響
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こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は

な
い
状
態
に
あ
る
。

て
い
る
が
、

諸
種
の
問
題
が
あ
っ
て
、

実
際
に
は
な
か
な
か
ニ
ー
ズ
を
み
た
し
え

の
が
あ
る
。

4

ヽ

よ一

た
と
え

保
健
医
療
、
福
祉
に
つ
い
て
制
度
は
急
速
に
整
備
さ
れ

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
分
野
に
つ
い

と
供
給
が
ズ
レ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
の
な
か
で
最
も
童
要
な
分
野
は
‘

保
健
医

に
対
応
し
て
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
と
も
す
れ
ば
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

志
向
に
変
わ
る
こ
と
か
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
傾
向
に
対
し
て
、

供
給
構
造
は
自
然

も
に
高
齢
者
の
所
得
水
準
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
全
体
的
に
消
費
構
造
が
高
齢
者

らヽ

人
口
中
に
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
が
高
ま
り
、

第
三
に
‘

慮
が
必
要
で
あ
る
。

て
パ
ー
ト
が
多
数
み
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、

男
子
の
高
年
労
働
力
に
つ
い
て
も
考

高
年
労
慟
力
か
必
ず
し
も
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
希
望
す
る
と
は
限
ら
ず
、
個
々
の

実
態
か
ら
み
て

と
の
関
連
で
高
年
の
労
働
力
に
つ
い
て
は
‘
従
来
よ
り
弾
力
的
な
就
労
が
一
般
化

理
の
見
直
し
‘

こ
の
傾
向

こ
の
よ
う
な
労
働
力
人
口
の
年
齢
構
造
の
変

そ
の
た
め
に
は
賃
金
体
系
の
修
正
‘

再
教
育
、
再
訓
練
の
実
施
と
い
っ
た
諸
施
策
が
必
要
と
な
る
。

さ
ぎ
に
生
産
年
齢
人
口
の
上
限
を
六
九
歳
ま
で
高
め
る
提
案
を
し
た
が
、

す
る
よ
う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

条
件
に
応
じ
て
パ
ー
ト
的
就
労
を
望
む
ひ
と
も
多
い
。
す
で
に
女
子
労
働
に
お
い

で
あ
ろ
う
。

人
口
高
齢
化
は
国
民
経
済
に
お
け
る
消
費
構
造
の
変
化
を
も
た
ら
す

年
齢
に
応
じ
て
消
費
に
関
す
る
嗜
好
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
か

療
サ
ー
ビ
ス
、

ま
た
年
金
制
度
の
成
熟
と
と

て
は
‘
制
度
の
整
備
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
は
解
決
し
き
れ
な
い
も

あ
ら
た
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
成
と

そ
の
中
に
お
け
る
国
民
の
生
活
の
安
定
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
考
え
な
お
す
必

こ
れ

再
就
職
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
が
、

人
事
管

用
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
定
年
の
延
長
、
再
雇
用

化
に
対
応
し
て
、
従
米
の
雇
用
・
就
労
に
関
す
る
条
件
を
改
善
し
て
労
働
力
の
活

は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

的
に
縮
小
し
、
反
対
に
中
高
年
労
慟
力
が
相
対
的
に
増
大
し
て
い
る
。

さ
ら
に
高
卒
後
短
大
、
大
学
へ
の
進
学
率
が
高
ま
っ
た
た
め
若
年
労
働
力
は
相
対
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と
で
あ
る
か
ら
、
衆
知
を
集
め
て
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

め
た
一
般
の
人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
の
場
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
を
し

す
で
に
こ
の
よ
う
な
努
力
は
始
ま
っ
て
い
る
が
、

な
に
ぶ
ん
西
欧
と
比
べ
て
数
倍
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
む
わ
が
国
の
こ

て
き
た
が
、

今
後
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
も
っ
ぱ
ら
働
く
人
々
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ

子
供
、
成
人
、
老
人
の
す
べ
て
を
含

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

‘,
0

 

し

さ
ら
に
ま
た
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
た
め
の
施
設
も
、

地
域
ご
と
に

健
医
療
の
た
め
の
病
院
・
診
療
所
が
地
城
ご
と
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

が
自
宅
か
ら
通
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
‘

昔
か
ら
義
務
教
育
の
た
め
の
小
学
校
が
地
域
ご
と
に
建
て
ら
れ
、

必
要
が
あ
る
。

れ
か
ら
高
齢
化
社
会
が
本
格
化
す
る
と
き
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
施

設
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
真
剣
に
考
え
て
み
る

もヽ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
使
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
が
、

要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

地
域
の
子
供

高
齢
者
の
保 こ

現
実
に
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
、
都
市
で
も
農
村
で

- 12 -



~ 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収

一
三
八
）
帰
国
後
の
職
業
•
生
活
面
で
の
日
本
留

学
の
成
果
を
た
だ
し
た
。

見
解
も
求
め
た
。

（
回
収
九
六
七
）

こ
‘

ま

t

双
方
に
日
本
経
済
の
発
展
に
対
す
る

で
た
だ
し
、
併
せ
て
元
留
学
生
達
に
対
し
て
は

＾ 

か
に
対
応
し
、

い
か
な
る
評
価
を
持
っ
て
い
る
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

物
価
高
の
問
題
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
在
日
外
国
人
留
学
生
達
が
い

学
金
制
度
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

生
活
条
件
に
つ
い
て
は
、
宿
舎
難
、

学
習
条
件
に
つ
い
て
は
、

日
本
語
の
習
得
難
の
他
、

大
学
制
度
、
奨

い
る
。

位
に
あ
り
、
学
習
条
件
、

生
活
条
件
に
つ
い
て
多
く
の
問
題
を
持
っ
て

内
容
は
、

日
本
は
外
国
人
学
生
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
後
発
国
の
地

五
九
年
八

こ
の
研
究
の
狙
い
は
、

二
―
世
紀
に
向
け
て
外
国
人
学
生
―

0
万
人

に
行
な
い
、
本
年
七
月
、

五
五
三
頁
に
上
る
報
告
書
を
作
成
し
た
。

（
同
財
団
理
事
、

の
受
入
れ
を
想
定
し
て
い
る
わ
が
国
留
学
生
事
業
の
運
営
に
対
し
て
、

一
種
の
現
実
診
断
の
資
料
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

月
一
日
か
ら
六

0
年
―

0
月
三
一
日
ま
で
の
一
年
三
ヵ
月
間
に
わ
た
っ

て
実
施
し
た
。

財
・
日
本
国
際
教
育
協
会
理
事
長
）

の
指
導
の
も
と

の
学
習
と
生
活
条
件
に
関
す
る
研
究
」
を
川
野
重
任
•
東
大
名
誉
教
授

ー

R
A
)

の
五
九
年
度
第
一
類
助
成
研
究
事
業
と
し
て

「
在
日
留
学
生

財
団
法
人
、
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
は
、
総
合
研
究
開
発
機
構

(
N
 

生
活
条
件
に
関
す
る
研
究
ま
と
ま
る

在
日
留
学
生
の
学
習
と

ヒ

,,, ―tふ―̀ .,,,,, ―... "" 
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得
の
た
め
‘

再
度
、

北
米
、
西
欧
な
ど
に
留
学
し
た
と
す
る
者
の
い
る
こ
と
は
注

対
し
、

そ
の
他
地
域
の
元
留
学
生
の
場
合
は

日
本
で
取
得
し
そ
こ
ね
た
学
位
取

が
少
な
く
な
い
が

お
そ
ら
く
‘

こ
れ
は
そ
れ
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に

生
の
う
ち
、

北
米
、

西
欧
地
域
の
人
で
再
度
日
本
以
外
の
国
へ
留
学
し
て
い
る
者

元
留
学

お
そ
ら
く
学
位
を
と
る
と
し
て
も
、
本
国
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
し
、

む
し
ろ
研
究
生
と
い
う
、

よ
り

代
表
さ
れ
、
後
者
は
北
米
‘

城
か
ら
の
そ
れ
で
あ
る
。

従
っ
て
、
前
者
は
学
部
か
ら
大
学
院
、

程
か
ら
博
士
課
程
へ
と
進
み
、

う
と
す
る
。

な
る
べ
く
能
率
的
、

後
者
は
大
学
院
学
生
と
い
う
よ
り
、

自
由
な
形
で
の
在
籍
を
選
び
、

そ
れ
も
修
士
課

効
率
的
に
学
位
を
取
得
し
よ

研
究
目
的
を
達
成
す
る
と
さ
っ
さ
と
帰
国
す
る
。

そ
の
た
め
の

研
究
資
料
蒐
集
が
目
的
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
を
始
め
と
し
て
、

北
米

の
類
別
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

―
つ
は
学
位
取
得
が
目
的
で
あ
り
、

（一）

I

2

つ
の
留
学
動
機

川

野

重

任

の
五
項
か
ら
成
っ
て
お
り
、

そ
の
要
約
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

●
日
本
の
社
会
経
済
に
関
す
る
留
学
生
の
見
解

●
日
本
留
学
へ
の
評
価
と
意
見

ま
ず
第

1
に
、
来
日
学
生
の
来
日
、
留
学
動
機
に
‘
は
っ
き
り
と
判
る
二
つ

他
は
日
本
自
体
を
研
究
対
象
と
す
る
と
い
う
研
究
目
的
で
あ
る
。
前
者
は
ア
ジ
ア

西
欧
以
外
の
諸
地
域
か
ら
の
留
学
生
達
に
よ
っ
て

西
欧
を
代
表
と
す
る
い
わ
ゆ
る
先
進
諸
国
、
先
進
地

●
学
部
及
ぴ
大
学
院
に
お
け
る
学
習
学
科
と
学
位
取
得
問
題

●
日
本
語
能
力
と
留
学
効
果

研
究
項
目
は

●
日
本
留
学
の
動
機
と
経
緯
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の
日
本
語
学
習
機
会
の
欠
如
と
い
う
事
実
と
も
対
応
し
て
い
る
。

に
せ
よ
‘
あ
る
こ
と
は
十
分
注
意
さ
れ
て
よ
い
。

そ
し
て
こ
れ
は
後
述
の
母
国
で

で 意
す
べ
き
で
あ
る
。

留
学
先
と
は
考
え
な
か
っ
た
と
す
る
者
が
四
分
の
一
も
い
る
と
い
う
こ
と
‘

術
水
準
に
関
す
る
関
心
」

い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
一
応
は
で
き
る
」

「
書
き
」

外
国
人
学
生
の
来
日
、

た
の
に
そ
の
コ
ー
ス
の
な
い
修
土
課
程
だ
け
の
大
学
院
の
大
学
に
配
属
さ
れ
た
）

日
本
語
能
力
の
有
無
‘双

方
を
含
め
て
七
五
％
以
上
、

「
一
応
は
で
き
る
」

の
能
力
は
一
般
に
落
ち
、

特
に
学
習
面
で
の

「
読
み
」
、

ぶ
首
き
」
能
力

こ
れ
に
対
し
て

「
話
し
た
り
、

聞
い
た
り
」

日
第
一
に
‘
在
日
留
学
生
全
体
と
し
て
、
学
習
面
、

生
活
面
双
方
に
お
い
て
、

―
つ
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
痛
感
さ
れ
る
。

ヽ

し
カ

と
す
る
も
の
が
全
体
と
し
て
極
め
て
高
率
に
上
る
こ
と

留
学
の
機
運
は
動
い
て
い
る
と
い
え

教
授
陣
‘

環
境
へ
の
そ
れ
を
含
め
て
、

大
小
が
日
本
留
学
の
効
果
を
左
右
す
る
決
定
的
条
件
の

の
会
話
能
力
は
比
較
的
に
高
く
、
「
十
分
に
で
き
る
」
、

「
読
み
」
、

と
す
る
水
準
以
上
の
者
は
五

0
％
程
度
で
あ
る
。

殊
に
‘

授
業
を
聴
く
こ
と
も
、
質
問
す
る
こ
と
も
全
く
で
き
な
い
と
す
る
者
が
五
％
前
後

II

学
習
条
件
と
し
て
の
日
本
語
能
力
を
め
ぐ
っ
て

な
ど
の
不
満
を
洩
ら
す
者
も
一
部
に
あ
る
。

つ
い
て
は
‘
希
望
す
る
コ
ー
ス
が
な
い

（
例
え
ば
博
士
課
程
を
希
望
し
て
来
日
し

全
体
と
し
て
か
な
り
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
反
面
‘
入
試
に
よ
ら
な
い
配
属
に

詞

所

属

大

学

へ

の

評

価

に

つ

い

て

は

よ
、
つ
。

が
注
意
さ
れ
る
。

欧
米
留
学
生
の
日
本
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

口
し
か
し
‘
来
日
、

留
学
の
動
機
に

「
日
本
の
文
化
、
社
会
、
経
済
、
技

値
す
る
。

も
そ
の
第
一
順
位
の
希
望
が
北
米
、
西
欧
だ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
大
い
に
注
目
に

口
特
に
途
上
国
地
域
か
ら
の
留
学
生
の
場
合
、
あ
え
て
日
本
を
第
一
順
位
の
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元
留
学
生
の
場
合
‘

省
留
学
生
で
あ
っ
た
者
が
多
い
と
い
う
サ
ン
プ
ル
の
特
性
を
背
景
と
し
て
、

（六）

帰
国
後
の
日
本
語
の
使
用
機
会
に
つ
い
て
は
‘

日
本

'r~ 
文
剖

ど
に

っ
vヽ

て
ヽ

日
本
語
能
力
の
低
さ
を
理
由
と
し
て
そ
の
困
難
が
表
明
さ
れ
る
。

博
士
号
取
得
に
関
連
し
て
も
、
講
義

日
本
語
で
の
論
文
執
筆
な

れ
ば
高
い
は
ど
、
学
習
内
容
の
理
解
力
が
高
い
と
さ
れ
る
。

国

大

学

学

部

大
学
院
で
の
日
本
語
使
用
に
つ
い
て
は
‘
そ
の
能
力
が
高
け

の
必
要
を
認
め
な
い
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

会
を
も
っ
た
者
と
し
て
は

日
本
語
教
育
機
関
で
の
そ
の
教
育

る
点
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
な
ど
、
母
国
で
す
で
に
日
本
語
学
習
の
機

の
多
い
こ
と

教
育
が
漢
字
教
育
な
い
し
漢
字
使
用
の
頻
度
の
高
い
教
育
と
し
て
、

の
高
さ
と
も
関
連
す
る
。

準
備
な
く
し
て
来
日
し
、

日
本
を
第
一
優
先
の
留
学
先
と
考
え

語
の
国
際
的
通
用
性
の
高
さ
を
背
景
と
し
て
の
こ
と
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
そ
の
学
囲
期
間
が
短
く
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ

改
め
て
来
日
後
、

資
料
の
理
解
‘

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
始
め
て

H
本
語
を
学
ぶ
と
い
う
関
係
に
あ
る
者

日
本
語
能
力
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。

こ
れ
は
文
部
省
留
学
生
な
ど
、
日
本
語
の

の
利
用
率
は
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
非
漢
字
圏
の
そ
れ
が
高
い
。

ヽ

し
か
し

そ
の

四

H
本
で
の
日
本
語
学
習
に
つ
い
て
は
‘
東
ア
ジ
ア
な
ど
漢
字
圏
の
留
学
生

ど
高
く
な
い
と
い
っ
た
例
も
見
ら
れ
た
が

そ
れ
は
い
わ
ば
母
国
語
と
し
て
の
英

く

そ

の

機

会

が

あ

っ

た

と

し

な

が

ら

、

そ

の

H
本
語
能
力
が
必
ず
し
も
そ
れ
は

は
少
な
い
。

ア
フ
リ
カ
で
は
そ
の
機
会
が
極
端
に
少
な
い
。

も
っ
と
も
北
米
の
如

韓
国
、
中
国
を
始
め
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
そ
れ
が
多
く
、
中
近
東
‘

南
ア
ジ
ア
で

そ
の
機
会
の
頻
度
も
形
も
地
域
鉦
に
様
々
に
異
な
り
、

日

前

項

と

関

連

す

る

か

母
国
で
の
日
本
学
習
機
会
の
有
無
と
日
本
語
能
力

な
い
純
粋
の
私
費
留
学
生
の
割
合
も
高
い
。

て
い
る
者
の
割
合
も
高
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
こ
で
は
奨
学
金
を
受
け
て
い

生
が
代
表
で
、
日
本
語
能
力
も
高
け
れ
ば
、

の
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
に
は
東
ア
ジ
ア
地
域
出
身
の
学

日
本
と
共
通

の
明
確
な
格
差
が
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
前
者
が
高
い
。

理
由
は
母
国
で
の

口
実
態
と
し
て
漢
字
圏
‘
非
漢
字
圏
の
留
学
生
間
に
日
本
語
能
力
に
つ
い
て
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口

学

部

授

業

の

理

解

度

に

つ

い

て

は

‘

全
体
と
し
て
七

0
％
程
度
と
自
已
評

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

系
科
目
に
し
て
も
、

そ
の
内
容
、

水
準
に
お
い
て
非
理
工
系
の
場
合
と
は
差
が
あ

お
い
て
こ
の
科
目
を
あ
げ
る
者
の
率
が
高
く
‘

七
六
•
五
％
に
及
ぶ
。

同
じ
理
工

化
な
ど
の
理
工
系
科
目
を
あ
げ
る
者
が
五
四
％
に
及
び
、

し
か
も
理
工
系
学
生
に

と
が
目
立
つ
。

さ
ら
に
‘
難
し
過
ぎ
る
科
目
と
し
て
は
‘

全
体
と
し
て
、

数
、
物
、

％
あ
り
、

こ
の
場
合
逆
に
東
南
ア
ジ
ア
学
生
の
場
合
四
六
•
九
％
と
し
て
高
い
こ

ヽ

し
か
し

「
あ
る
種
の
科
目
は
難
し
過
ぎ
る
」

と
す
る
者
が
全
体
と
し
て
二
九

る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

域
別
に
は
東
南
ア
ジ
ア
学
生
の
場
合
は
五
一
％
と
他
と
く
ら
べ
て
か
な
り
低
い
が
、

日
本
語
能
力
の
相
対
的
に
高
い
私
費
留
学
生
の
割
合
が
高
い
こ
と
と
関
連
し
て
い

る
％
が
い
く
ら
か
低
い

（
国
公
立
六
―
-
・
九
％
、

私
立
七
二
•
四
％
）
。
ま
た
‘
地

て
は
‘

全
体
と
し
て
六
六
％
の
者
が

日
本
語
能
力
の
大
小
の
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ

る
。
概
し
て
日
本
語
能
力
の
相
対
的
に
低
い
と
考
え
ら
れ
る
文
部
省
留
学
生
の
多

い
国
立
大
学
の
場
合
に
は
、

私
立
大
学
の
場
合
に
く
ら
べ
て
、
「
大
差
な
し
」

と
す

れ
に
つ
い
て
は
‘

「
大
差
な
し
」

と
し
て
い
る
。

ヽ

し
か
し

こ

（一）

III

カ
リ
キ
ュ

あ
ろ
う
か
。

的
活
動
面
で
日
本
と
の
つ
な
が
り
が
事
実
上
多
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

ラ
ム
と
学
位
問
題

第
一
に
母
国
の
そ
れ
と
比
較
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
難
易
問
題
に
つ
い

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

機
関
、

政
府
機
関
勤
務
者
の
場
合
そ
う
で
あ
る
。

在
日
留
学
生
の
場
合
、

文
部
省
留
学
生
の
日
本
語
能
力
は
一
般
の
私
費
留
学
生

の
場
合
に
く
ら
べ
て
そ
れ
は
ど
高
く
な
い
と
自
己
評
価
し
て
い
る
と
前
述
し
た
が
、

こ
の
結
果
で
あ
る
。

研
究
‘

教
育
、

行
政
の
い
わ
ば
公

生
の
場
合
に
く
ら
べ
て
、
多
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
と
に
研
究
教
育

語
の
母
国
で
の
使
用
機
会
は
‘

そ
の
他
の
奨
学
金
を
受
け
な
い
一
般
の
私
費
留
学
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語
で
書
い
た
者
二
六
％
、
英
語
で
書
い
た
者
六
六
％
で
、
さ
ら
に
こ
の
論
文
執
筆

国
な
お
‘
学
位
問
題
に
関
し
て
は
‘

然
で
あ
る
。

元
留
学
生
の
場
合
、

博
上
論
文
を
日
本

対
し
て
、

北
米
、

南
米
等
の
諸
地
域
の
学
生
が
否
定
的
に
答
え
て
い
る
こ
と
は
当

H
本
語
能
力
の
低
さ
が
日
本
の
場
合
の
学
位
取
得
難
の
菫
要
な
理
由
と
な
っ
て
い

る
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
‘

「
英
、
仏
、
独
語
等
」

広
々
の
設
問
に

力
等
の
場
合
は
そ
の
率
が
際
立
っ
て
高
い
。

と
す
る
と
‘

や
は
り
基
本
的
に
は
、

前
後
と
し
て
や
や
低
く
、
非
漠
字
圏
、
特
に
南
ア
ジ
ア
‘
束
南
ア
ジ
ア
‘

ア
フ
リ

い
と
考
え
ら
れ
る
漢
字
圏
学
生
の
場
合
に
は

「
そ
の
通
り
」

と
す
る
率
が
一
五
％

そ
の
答
え
方
は
出
身
国
、
出
身
地
域
に
よ
っ
て
異
り
、
概
し
て
日
本
語
能
力
の
高

一
八
％
が

「
そ
の
通
り
」
、
五
一
％
か

「
そ
う
で
は
な
い
」

と
答
え
て
い
る
。

無
論
、

の
面
の
負
担
が
大
苔
過
ぎ
る
か
ら
」

と
す
る
理
由
付
け
に
対
し
て
も
全
く
同
様
に

え
て
い
る
。

さ
ら
に

「
英

仏
、
独
語
等
ニ
ヵ
国
語
の
履
習
が
要
求
さ
れ
、

こ

一
九
％
が

「
そ
の
通
り
」

と
答
え
る
反
面
‘

五
三
％
は

「
そ
う
で
は
な
い
」

と
答

執
筆
に
日
本
語
が
疲
求
さ
れ
る
か
ら
」

と
い
う
理
由
付
け
に
対
し
て
も
、
同
様
に

答
え
る
反
面
‘

五
一
％
は

「
そ
う
で
な
い
L

と
答
え
て
い
る
。

関
連
し
て

「
論
文

能
力
の
低
さ
」

と
す
る
考
え
方
に
対
し
て
、

全
体
の
ニ
―
％
が
そ
の
理
由
を

「
そ
の
通
り
」

と

閻
日
本
の
学
位
の
い
わ
ゆ
る
取
得
難
に
つ
い
て
は

「
日
本
語

は
全
体
と
し
て
六
六
％
と
い
う
高
率
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
率

六
一
％
ま
で
が
そ
の
希
望
を
も
つ
。

も

も
ち

と
す
る
者
が
前
述
の
よ
う
に
五
％
も
い
る
こ
と
も
同
時
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

理
工
系
学
生
の
四
分
の
三
‘

そ
し
て
男
女
別
に
は
男
子
学
生
の
三
分
の
二
ま
で
が
そ
の
希
望
を

女
子
学
生
の
場
合
は
そ
の
率
が
約
四

0
％
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
判
る
。

れ
を
文
部
省
留
学
生
に
つ
い
て
見
る
に
、

っ
と
も
外
国
政
府
奨
学
金
そ
の
他
の
奨
学
金
を
受
け
る
学
生
の
場
合
は
‘

こ

て
い
る
こ
と

見
る
に

文
系
学
生
の
約
半
数
が
そ
の
希
望
を
も
っ

□
大
学
院
在
籍
者
中
、
博
士
号
取
得
の
希
望
を
も
っ
て
い
る
者
が
幾
何
か
を

の
関
係
に
あ
る
。

た
だ
し

「
日
本
語
の
授
業
を
聞
く
こ
と
」

が
全
く
で
き
な
い

価
し
て
い
る
が

そ
の
出
身
地
城
別
、

国
公
私
立
大
学
別
の
概
要
は
上
述
と
表
衷
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在
日
留
学
生
に
つ
い
て
は
在
日
生
活
の
現
状
、

元
留
学
生
に
つ
い
て
は
帰
国
後
の

N 
め
ざ
る
を
得
な
い
。

洋
諸
国
と
い
っ
た
順
で
、
日
本
の
地
位
の
相
対
的
低
さ
の
は
ど
は
残
念
な
が
ら
認

合
の
高
い
点
か
ら
い
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
日
本
、
東

囮
学
位
の
国
際
的
評
価
と
い
う
問
題
で
は
、

と
す
る
度

の
も
の
で
な
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

そ
れ
は
ど

者
の
割
合
の
少
な
く
な
い
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

逆
に
‘

と
い
う
一
般
的
傾
向
が
あ
る
に
し
て
も

教
育
、

と
い
う
大
義
名
分
を
か
か
げ
た

の
場
合
が
期
待
に
燃
え
‘

元
留
学
生
の
場
合
多
少
と
も
現
実
が
そ
れ
に
添
わ
な
い

因
学
位
の
母
国
で
の
利
用
期
待
や
利
用
の
現
実
に
つ
い
て
は
、

掲
の
事
実
も
見
逃
せ
な
い
。

の
教
育
、

示
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
す
る
者
が
は
と
ん
ど
で
九
四
％
、
「
指
示
さ
れ
た
」

と
す
る
者
一
三
％
で
、

と
す
る
と
‘

の
指
示
‘

指
導
の
体
制
に
対
し
て
一
部
回
答
者
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
別

政
府
、
行
政
‘

就
職
の
有
利
性
等
の
他
「
母
国
発
展
へ
の
寄
与
」

在
日
留
学
生

研
究
機
関
へ
の

母
国
で
の
日

本
企
業
や
合
弁
企
業
等
で
の
就
職
の
期
待
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

日
本
留
学
へ

「
高
く
評
価
す
る
」

の
総
括
的
評
価

日
本
へ
の
留
学
を
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
‘

と
す
る
限
り
、
他
に
理
由
の
あ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

大
学
で

な
¥,、

L 

と
す
る
答
え
の
多
い
こ
と
は
、
少
く
と
も
学
位
取
得
難
と
い
う
声
を
前
提

つ
に
甚
本
理
由
の

つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
と
し
て
も
、
な
お
‘

「
そ
う
で
は

難
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
か
。

日
本
語
能
力
の
低
さ
が
前
述
の
よ

要
求
は
伝
え
ら
れ
る
は
ど
に
多
く
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

学
位
取
得

ゞ
ヽ

に
な
っ
て
い
る
カ

こ
れ
ら
の
答
に
よ
る
限
り

「
日
本
語
で
の
執
筆
」

れ
た
L
 

事
実
、

日
本
語
で
書
い
た
者
は
三
八
％
と
い
う
答

者
は
六
％
に
と
ど
ま
る
。

も
っ
と
も
修
士
論
文
の
場
合
に
つ
い
て
は
‘

と
す
る

に
つ
い
て

「
日
本
語
で
の
執
筆
を
指
示
さ
れ
た
か
」

「
指
示
さ

と
の
設
問
に
対
し
て
、
ぶ
指
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％
に
及
ぶ
。

性
を
強
調
し
て
い
る
者
が

仕
事
，
」

「
研
究
‘

教
育
機
関
へ
の
就
職
」

と
い
う
点
で
は
有
利

る
者
も
四

O
I五
0
％
に
及
ぶ
。

学
位
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

「
専
門
的
知
識
の

「
か
な
り
あ
る
」

と
す
る
者
が
二
五
ー
ニ
九
％
に
及
び
、

「
僅
か
に
あ
る
」

と
す

て
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

仕
事
上
勤
務
先
で
使
用
す
る
機
会
が

と
い
う
者
四
五
％
と
い
う
事
実
は
注
目
に
値
す
る
。

日
本
語
の
使
用
機
会
に
つ
い

式
に
つ
い
て
も

こ
れ
を
積
極
的
に
採
用
し
よ
う
と
す
る
者
一
五
％
、

一
部
採
用

極
的
に
採
用
が
一
六
％
、

一
部
採
用
が
四
二
％
に
及
ぶ
。

ま
た
‘

そ
れ
で
も
日
本
的
生
活
様
式
の
採
用
に
つ
い
て
は
‘

積

そ
の
活
用
度
の
低
い
も
の
と
し
て
は
、

知
識
、

研
究
等
が
仕
事
の
面
、
生
活
の
面
で
か
な
り
活
用
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

か
さ
れ
る
と
し
、

そ
の
割
合
は
九

0
％
に
及
ぶ
。

ま
た
‘
日
本
留
学
に
よ
る
体
験
‘

い
う
こ
と
も
あ
っ
て

日
本
留
学
‘

留
学
生
受
入
れ
、
宿
舎
条
件
に
つ
い
て
の
そ
の
評
価
を
聞
い
た
。

在
日
留
学
生
に
つ
い
て
は
‘
大
学
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
、

留
学
で
の
成
果
が
直
接
‘

式
の
採
用
面
と
さ
れ
る
。

の
上
で
の
活
用
、

日
本
企
業
と
の
交
流
面
‘

日
常
生
活
、

日
本
的
生
活
様

日
本
的
行
動
様

「
あ
る
程
度
有
利
L

を
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ
四
五
ー
五
〇

間
接
に
そ
の
現
在
の
仕
事
に
生

％
近
く
が
、
大
学
、
政
府
行
政
機
関
、

試
験
研
究
機
関
、
教
育
機
関
の
関
係
者
と

（二）

元
留
学
生
の
帰
国
後
の
留
学
体
験
の
活
用
に
つ
い
て
は
‘

回
答
者
の
七
〇

い
て
も
国
に
よ
っ
て
は
そ
の
不
満
度
は
高
い
。

高
い
の
は
東
欧
‘

ア
フ
リ
カ
，
東
南
ア
ジ
ア
、
中
東
等
で
あ
り
、

東
ア
ジ
ア
に
お

び
つ
く
。

そ
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
は
地
域
別
‘

国
別
格
差
が
大
き
い
。

不
満
度
の

の
母
国
事
情
に
対
す
る
理
解
の
低
さ
」

で
あ
り
、

こ
れ
は
孤
独
感
の
強
さ
に
も
結

生
活
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

満
足
度
の
最
も
低
い
の
は

「
日
本
人

般
と
の
交
流
と
い
う
点
で
の
満
足
度
は
や
や
落
ち
、

そ
の
生
活
が
大
学
で
の
学
習

の
が
全
体
と
し
て
の
評
価
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
人
、

学
生
、

社
会

ば
満
足
」

の
二
つ
を
含
め
て
概
し
て
七

O
I七
五
％
で
、

ま
ず
ま
ず
満
足
と
い
う

研
究
活
動
‘

日
常
の
衣
食
住
活
動
で
は

「
大
い
に
満
足
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え

（一）
仕
事
、

生
活
経
験
に
即
し
て
そ
の
評
価
を
聞
く
他
、

日
常
の
学
習
、

共
通
に
は
日
本
の
大
学
（
院
）
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れ
ぞ
れ
五
％
、

九
％
に
過
ぎ
な
い
。

と
も
に
そ
の
意
見
は
一
致
し
て

ぶ
機
会
充
実
」

と
積
極
的
に
評
価
す
る
者
は
そ

る。

ま
た
‘
奨
学
金
の
機
会
の
乏
し
さ
に
つ
い
て
は

舎
や
ア
ル
バ
イ
ト
探
し
に
つ
い
て
の
日
本
人
の
協
力

国
そ
の
他
留
学
生
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、

、。し 率
は
高
い
が
、

上
国
の
か
か
え
て
い
る
問
題
や
留
学
生
問
題
に
対
す
る
関
心
、

と
い
う
の
を
含
め
れ
ば
、

元
留
学
生
の
場
合
、

帰
国
後
研
究
‘

見
て
日
本
と
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
契
機
と
な
ろ
う
」

在
日
留
学
生
の

て
い
る
割
合
の
高
い
文
部
省
留
学
生
の
占
め
る
率
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
と
も
関

再
度
の
日
本
留
学
の
希
望
の
割
合
も
元
留
学
生
の

「
母
国
の
学
生

「
あ
る
程
度

在
日
留
学
生
の
場
合
七

0
％
な
の
に
対
し
て
、

と
す
る
意
見
も
、

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
と
し
て
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
っ
た

元
留
学
生
が
選
ば
れ
た
と
い
う
事
情
の
あ
る
こ
と
も
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
宿

民
間
奨
学
金
の
機
会
提
供

と
な
る
と
、
特
に
在
日
留
学
生
の
場
合
そ
の
評
価
は
前
項
の
四
と
同
様
に
低
く
な

在
日
留
学
生
、

元
留
学
生

端
に
低
く
な
る
。

在
日
留
学
生
の
場
合
よ
り
い
く
ら
か
そ
の

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
や
っ
て
い
る
か
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
と

肯
定
論
は
途

流
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
」
、
あ
る
い
は
‘

「
日
本
は
帰
国
留
学
生
に
対
す
る
ア
フ

圃
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
日
本
の
大
学
は
帰
国
後
の
留
学
生
と
積
極
的
に
交

す。 留学
生
、

元
留
学
生
の
場
合
を
通
じ
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
八
三
％
前
後
の
高
率
を
示
在
日

元
留
学
生
の
場
合
は
七
八
％
の
高
率
に
及
ぶ
。

ま
た
‘

「
留
学
経
験
は
長
期
的
に

同
意
」

達
に
日
本
留
学
を
積
極
的
に
す
す
め
た
い
」

と
す
る
者
の
割
合
も

場
合
の
方
が
高
く
‘
は
と
ん
ど
八

0
％
と
見
て
よ
い
。

従
っ
て
、

係
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

場
合
よ
り
い
く
ら
か
高
い
と
見
ら
れ
る
の
は
‘

教
育
等
に
従
事
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
程
度
は
元
留
学
生
の
場
合

対
す
る
日
本
の
学
生
の
協
力
体
制
等
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
の
程
度
評
価
し
、
満
足
し

留
学
生
の
勉
学
に

日
留
学
生
と
元
留
学
生
と
の
間
で
基
本
的
な
差
は
な
い
。

大
学
の
学
術
水
準
‘
途

□

日

本

の

大

学

大
学
院
に
対
す
る
各
種
指
標
を
甚
準
と
し
て
の
評
価
は
在
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な
お
‘

る
が
に
い
た
っ
た
と
い
う
理
解
の
よ
う
で
あ
る
。

九
留
学
生
の
場
合
も
大
同
小
異
で
あ

で
あ
り

こ
れ
が
ま
た
、
国
や
公
共
団
体
を
し
て
そ
の
体
制
整
備
に
努
力
さ
せ
る

な
く

立
身
出
世
欲
を
中
心
と
し
た
国
民
的
関
心
の
強
さ
、
高
さ
と
い
っ
た
も
の

価
が
高
く

大
学
付
属
の
寮
‘

二
位
外
国
人
用
宿
舎
‘

庭
と
整
理
で
き
そ
う
で
あ
る
。

「
希
望
の
宿
舎
条
件
」

り
、
外
国
人
用
柑
舎
の
希
望
が
三
位
に
来
る
と
い
う
差
が
あ
る
。

四
位
日
本
人
家

大
学
付
属
の
寮
を
一
位
と
し
て
希
望
す
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ

ど
う
い
う
意
味
で
菫
視
す
べ
き
か
は
確
言
で
き
な
い
。

関
連
し
て
、

と
人
的
能
力
の
開
発
と
の
関
連
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
所
見
を
質
し
た
。

教
育
制
度
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
経
済
発
展
に
寄
与
す
べ
き
―
二
の
視
点
を

ま
ず
在
日
留
学
生
の
場
合
、

点
に
つ
い
て
も
全
体
と
し
て
積
極
的
評
価
を
与
え
て
い
る
。

裔
等
教
育
へ
の
進
学
率
の
高
さ
へ
の
評

そ
の
背
景
と
し
て
は
経
済
的
余
裕
が
そ
う
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
は

六
•
三
制
の
義
務
教
育
制
度
へ
の
評
価
が
や
や
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
個
人
的
能
力
さ
え
あ
れ
ば
杜
会
的
指
導
者
に
な
れ
る
と
い
う
社
会
の
体

退
学
の
少
な
さ
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
も

の
高
さ
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、

ー

、

六
•
三
佃
と
カ

女
子
の
進
学
率
と
か
、

中
途

た
だ
し
、

そ
の
評
価

あ
げ
て
そ
の
所
見
を
質
し
た
が
、

そ
の
い
ず
れ
の
視

（一）
設
問
は
在
日
留
学
生
、

元
留
学
生
に
全
く
同
一
で
あ
る
。

の
要
因
を
あ
げ
て
そ
の
所
見
を
質
し
た
。

ま
た

一
般
に
経
済
発
展

留
学
条
件
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
が

日
本
経
済
の
発
展
に
つ
い
て

二
つ

＞
日
本
の
経
済
発
展
に
つ
い
て
の
見
方

序
列
を
ど
れ
は
ど

し
か
し

こ
の

ゞ
ヽ

る
カ

次
い
で
は
民
間
ア
パ
ー
ト
‘

日
本
人
家
庭
と
い
う
の
が
同
率
で
二
位
と
な

一） ヽ

ま
た

生
の
場
合
も
、
宿
舎
の

「
個
室
」

「
H
本
人
と
一
緒
」
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ

で
、
し
か
し
宿
舎
と
し
て
は

「
日
本
人
と
一
緒
」

と
い
う
希
望
で
あ
る
。

冗
留
学

そ
し
て
内
容
と
し
て
は
‘
圧
倒
的
多
数
が
「
個
室
L

三
位
民
間
ア
パ
ー
ト

い
て
は
、
在
日
留
学
生
の
場
合
、

も
っ
と
も
希
望
の
強
い
順
位
と
し
て
は

一
位

因
最
後
に
受
入
れ
条
件
に
関
連
し
て
設
問
し
た

に
つ
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は 画
の
考
え
方
の
普
及
」

で
j
i
三
％
、
「
結
婚
年
令
の
高
く
な
っ
た
こ
と
」
、

を
理
由
と
す
る
者
え
方
が
最
も
多
く
七
九
％
、
次
い
で

④
 

そ
の
出
生
率
の
低
さ
を
ど
う
見
る
か
で
あ
る
が
‘

「
家
族
計

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

を
肯
定
し
て
い
る
。

逆
こ
い
え
ょ
、

、
)
-
_
~
~

出
生
率
引
下
げ
が
人
口
増
加
抑
制
の
手
段

六
％
が
そ
れ
を
含
ん
で
肯
定
的
と
い
う
回
答
で
あ
り
、
は
と
ん
ど
一
様
に
こ
れ

く
な
っ
た
か
ら
」

と
す
る
考
え
方
に
対
し
て
は
‘
四
八
％
が
積
極
的
肯
定
、
七

③
 

中
で
も
中
東
‘

人
口
大
国
中
国
な
ど
の
こ
の
点
に
つ
い
て
の
実
情
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ

関
連
し
て
、

そ
こ
で
、

「
社
会
保
障
制
度
の
整
備
」

「
最
近
の
人
口
増
加
率
か
低
く
な
っ
た
の
は
出
生
率
が
低

に
問
題
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
高
さ
で
あ
る
。

西
欧
の
諸
地
城
学
生
に
は
そ
の

南
ア
ジ
ア
‘
中
で
も
中
国
学
生
の
場
合

こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
の
事
情
を
ふ
ま
え
‘

そ
の
点

中
で
も
南
ア
ジ
ア
‘
東
南
ア
ジ
ア
学
生
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
六
九
％
‘
七
一
％

か
ら
L
 

と
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
‘
全
体
と
し
て
六
四
％
が
肯
定
的
で
あ
り

②

次

い

で

、

「
人
口
増
加
率
が
低
く
、
子
供
の
扶
養
負
担
が
小
さ
か
っ
た

っ゚
否
定
論
三
四
％
に
対
し
て

こ
の
場
合
は
四
八
％
の
高
率
を
示
す
。

お
そ
ら
く

に
は
そ
の
否
定
論
が
際
立
っ
て
強
い
。

「
そ
う
は
思
わ
な
い
」

と
い
う
平
均
の

意
見
か
強
い
。

し
か
し
、
東
ア
ジ
ア

傾
い
て
い
る
が

ア
フ
リ
カ

ムと
Hヒ
L 

と
い
う
設
問
に
対
し
て
は
‘
在
日
留
学
生
全
体
と
し
て
四
八
％
が
肯
定
に

①

ま

ず

「
人
口
の
規
模
が
一
億
人
を
越
え
て
お
り
、
大
規
模
生
産
が
可

（二）
多
い
元
留
学
生
と
し
て
当
然
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

よ
り
高
い
こ
と
は
典
味
深
い
。

自
ら
文
部
省
留
学
生
と
し
て

い
わ
ば
自
ら
の
能

出
身
地
域
、

力
と
努
力
と
に
よ
っ
て
奨
学
金
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
自
覚
を
も
つ
者
の

経
済
発
展
要
因
と
し
て
の
人
口
問
題
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
多
角
的
な
設

問
を
用
意
し
た
。 出

身
国
の
如
何
を
問
わ
ず
、

は
と
ん
ど
一
様
に
在
日
留
学
生
の
そ
れ

質
が
進
学
意
欲
を
高
め
る
」

と
い
う
理
解
に
つ
い
て
、
元
留
学
生
の
評
価
が
そ
の
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逆
仁
東
ア
ジ
ア
の
学

生
に
お
い
て
は
積
極
的
肯
定
論
と
全
く
同
じ
程
度
に
否
定
論
の
あ
る
こ
と
も
注

北
米

西
欧
な
ど
の
学
生
に
お
い
て
そ
の
意
見
が
強
く

②

次

い

で

肯

定

論

の

多

い

の

が

「
長
時
間
労
働
」
論
が
六
一
％
、
中
で
も

定
論
も
六
五
％
で
、
は
と
ん
ど
地
域
差
を
見
な
い
。

労
働
の
密
度
が
高
い
か
ら
」

生
と
比
較
し
て
の
元
留
学
生
の
回
答
に
つ
い
て
は
大
同
小
異
で
あ
る
が
、

四
つ
の
要
因
中
‘

四
つ
の
要
因
を
あ

と
す
る
も
の
で
全
体
と
し
て
九

0
%
、
積
極
的
肯

①
 

肯
定
論
の
一
番
多
い
の
が

「
日
本
人
は
本
来
勤
勉
で

げ
て
所
見
を
質
し
た
。

口

経

済

発

展

の

要

因

と

し

て

の

労

慟

体

制

に

つ

い

て

は

は
本
文
の
通
り
で
あ
る
。

詳
細

済
成
長
の
鈍
化
を
肯
景
と
し
て
の
こ
と
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

在
日
留
学

定
論
が
平
均
を
上
廻
っ
て
高
い
の
は

こ
れ
亦
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
最
近
の
経

が
何
れ
も
七

0
％
を
越
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
北
米
、
西
欧
な
ど
の
場
合
は
肯

で
も
東
ア
ジ
ア
‘
と
く
に
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国
、
中
国
学
生
の
場
合
は
否
定
論

そ
こ
で
あ
り
、

下
の
見
通
し
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
」

と
い
う
消
極
的
肯
定
論
を
加
え
て
一
六
％
そ
こ

「
そ
う
は
息
わ
な
い
」

と
い
う
否
定
論
が
五
七
％
に
及
ぶ
。
中

に
つ
い
て
は
‘
全
体
と
し
て
積
極
的
肯
定
論
は
僅
か
に
一
―
-
％
弱

⑥

最

後

に

‘

「
人
口
増
加
率
低
下
を
理
由
と
す
る
日
本
経
済
の
成
長
率
低

は
思
わ
な
い
」

と
す
る
否
定
論
は
中
国
、
韓
国
学
生
に
お
い
て
強
い
。

フ
リ
カ
な
ど
の
学
生
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
そ
れ
は
低
い
。

中
で
も
、

「
そ
う

％
が
肯
定
に
傾
い
て
い
る
が

肯
定
論
の
強
い
の
は
北
米
、

西
欧
、

中
東
‘
ア

成
長
の
要
因
と
し
て
見
る
」

と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
は
、
全
体
と
し
て
五

O

⑤
 

「
一
九
四

0
年
代
の
出
生
率
の
高
さ
を
一
九
六

0
年
代
の
日
本
の
経
済

目
さ
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
場
合
も
中
国
九
一
％
、
韓
国
八
五
％
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
学
生
に
お
い
て
強
く
、

そ
れ
ぞ
れ
八
八
％
‘

八
三
％
に
及
ぶ
こ
と
が
注

＂
リ
こ
よ

け

i

l

「
家
族
計
画
」
を
理
由
と
す
る
考
え
方
が
と
く
に
南
ア
ジ
ア
‘
東
南

は
ヽ

そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
よ
り
低
く
‘

四
三
％
、

四

0
％
と
な
る
。

た
だ
し
、
地
域

「
優
生
保
護
法
で
産
児
制
限
が
合
法
化
さ
れ
た
こ
と
」
を
理
由
と
す
る
考
え
方
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六
六
％
に
及
ん
で
い
る
が
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

商
業

（七

（一）
在
日
留
学
生
と
元
留
学
生
と
の
間
に
積
極
的
肯
定
論
の
割
合
自
体
に
つ
い
て
は
概

在
日
留
学
生
の
場
合
‘

父
親
の
職
業
に
つ
い
て
は
‘
「
無
職

無
回
答
」

が

て
お
き
た
い
。

家
族
関
係
に
つ
い
て
は
‘

本
文
中
で
の
叙
述
を
略
し
た
が
、
要
点
だ
け
を
記
し

VI

家
族
的
背
景

摘
し
て
い
る
の
が
は
と
ん
ど
で
あ
る
。

答
え
て
い
る
。

そ
し
て
自
由
意
見
と
し
て
は

そ
の
た
め
の
教
育
の
重
要
性
を
指

し
て
後
者
が
高
い
と
い
う
差
は
あ
る
が
、

八

0
％
以
上
が
積
極
的
に
肯
定
と
し
て

詞

「
経
済
発
展
に
つ
い
て
の
人
間
能
力
の
開
発
の
重
要
性
」

に
つ
い
て
は

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

積
極
的
肯
定
論
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
‘

や
は
り
そ
れ
な
り
の
理
由

た
だ
し
、

⑤
 

合
そ
の
否
定
論
が
五
七
％
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

元
留
学
生
の
場
合
も
積
極
的
肯
定
論
が
各
設
問
に
対
し
て
や
や
高
い
程

度
に
お
い
て
示
さ
れ
て
る
と
い
う
差
は
あ
る
が
、
大
き
な
差
は
な
い
。

「
そ
う
は
思
わ
な
い
」

と
す
る
否
定
論
が
四
六
％
に
及
び
、

と
く
に
中
国
の
場

か

゜

ヽ

し
か
し

東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
肯
定
論
四
四
％
に
対
し
て

積
極
的
肯
定
論
が
強
い
。

母
国
を
か
え
り
み
て
の
評
価
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う

南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
学
生
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
七
―
%
、

五
五
％
と
し
て
、

傾
向
が
強
く
、
そ
れ
ぞ
れ
肯
定
論
と
し
て
二
四
％

三
九
％
。

そ
れ
に
対
し
て

く
、
全
体
と
し
て
四
九
％
弱
、
中
で
も
北
米
、

西
欧
の
学
生
の
場
合
に
ぱ
そ
の

④
 

「
身
分
意
識
の
弱
さ
」
を
理
由
と
す
る
意
見
は
以
上
の
中
で
最
も
少
な

て
こ
の
意
見
が
強
く
、
東
ア
ジ
ア
の
学
生
に
お
い
て
は
弱
い
。

％
弱
、

こ
の
場
合
も
北
米
、
西
欧
の
他
中
東
、
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
学
生
に
お
い

③

次

い

で

は

意
さ
れ
る
。

「
企
業
別
労
働
組
合
」
を
理
由
と
す
る
意
見
で
同
じ
く
六
〇
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詞

加
留
学
生
の
場
合
の
父
親
の
職
業
は

「
無
職

無
回
答
」

が

，
 
"
 八

．
 
八

て
も

f
弟
を

H
本
に
送
り
得
て
い
る
が
、

そ
う
で
な
い
家
庭
の
場
合
に
は
文
部
省

留
学
生
」

の
場
合
か
最
も
低
く
三
三
•
八
％
（
不
詳

こ

学
生
」

の
場
合
が
次
い
で
高
く
三
八
•
九
％

「
文
部
省

最
も
高
く
五

-
％
 

見
る
と

由
業
（
三
・
九
％
）
、

0
人
」
が
九
•
五
％
）
、

（
男
子
二
三
・
七
％
、

験
者
か
い
る
か
ど
う
か
」
を
質
し
た
の
に
対
し
て
、
「
あ
る
」
三
八
•
八
％
、

し
」
四
ニ
・

％
）
、

「
あ
る
」

農
業
（
三
•
八
％
）

（
兄
弟
姉
妹
の
中
で
男
子
だ
け
を
と
っ
た
場
合
そ
の
数
四
人
以

以
下
同
様
）女

子
だ
け
で
四
人
以
上
と
い
う
も
の
五
•
八
％
（
た

（
男
子
二
八
・
九
％
、

女
子
一
七
•
七
％
）

東
ア
ジ
ア
（
三
八
・
ニ
％
）
、

で
あ
る
。

公
務
貝
（
五
•
四
％
）
、

と
い
う
も
の
一
七
•
四
％
（
た
だ
し
、

女
子
一
七
•
七
％
）
、

な
ど
で
あ
る
。

-
％
の
答
を
得
た
。

西
欧
（
四
ニ
・
九
％
）
、
中
東
（
四
ニ
・

東
欧
（
三
三
・
三
％
）
、
南
ア
ジ
ア
（
三
一

と
答
え
た
者
の
割
合
は
「
奨
学
金
な
し
」

（
不
詳
一
六
．

0
％
）
、

唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
文
部
省
以
外
の
奨
学
金
受
給

（
不
詳
一
五
•
四
％
）
、

•
三
％
）

れ
は
家
族
貝
に
洵
外
留
学
の
経
験
の
あ
る
者
の
い
る
家
庭
で
は
、

で
あ
る
。

奨
学
金
が
な
く

な
ど
奨
学
金
支
給
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
端
的
に
示

の
学
生
に
お
い
て

属
す
る
学
生
達
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
を
奨
学
金
受
給
の
有
無
別
に

般
的
経
済
水
準
の
如
何
に
関
係
な
く
‘

そ
れ
ぞ
れ
に
い
わ
ば
恵
ま
れ
た
社
会
層
に

％
）
 

南
米
（
二
九
•
四
％
）
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

ヽ

つ
ま
り

そ
の
地
域
の
一

几
％
）
、

-
％
）
、
東
南
ア
ジ
ア
（
四

0
．
六

地
域
別
に
見
る
と
‘

％
の
高
い
順
に
‘

ア

フ

リ

カ

（
四
四
•
四
％
）
、
北
米

-
％
‘
 

「
無
回
答
」

一
九

こ
の

「
な

(:Cj 

こ
の
兄
弟
、
姉
妹
に
両
親
を
加
え
た
家
族
貝
の
中
に
‘

「
海
外
留
学
の
経

「
あ
る
L

を

（
四
ニ
・

で
あ
る
。

南
ア
ジ
ア

東
南
ア
ジ
ア

の
は
い
わ
ゆ
る
途
上
国
か
中
心
で
、
地
域
別
に
上
記
の
数
字
を
示
せ
ば
次
の
通
り

だ
し

「
無
回
答
、

0
人
」

が
一
四
•
三
％
）

で
あ
る
。

兄
弟
、
姉
妹
数
の
多
い

答 上
と
い
う
意
味
で

「
無
回

け
で
四
人
以
上

□
次
に
兄
弟
‘
姉
妹
の
数
を
死
亡
者
の
そ
れ
を
含
め
て
求
め
た
が
、

九
％
）

会
礼
貝
（
七
•
三
％
）

教
師
（
五
・
九
％
）

男
子
だ 自
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と
は
ぱ
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

奨
学
金
受
給
の
有
無
別
と
の
関
係
も
、

在
日
留
学
生
の
場
合

こ
の
場
合
文
部
省
留
学
生
の
割
合
が
高
い
こ
と
と
関
連
し
て

あ
る
。

「
あ
る
」

の
答
の
割
合
が
在
日
留
学
生
の
場
合
に
く
ら
べ
て
低
い
の
は
‘

答
え
た
者
は
三
―

l
•

六
％
、

自
由
業

(
O
・
七
％
）
、

途
上
国
は
ど
こ
の
割
合
の
高
い
傾
向
は
在
日
留
学
生
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

家
族
貝
中
‘

「
海
外
留
学
の
経
験
の
あ
る
者
」

「
な
し
」

五
八

・
O
％、

「
無
回
答
」

九
•
四
％
で

因

に
つ
い
て

「
あ
る
」

と

前
述
と
照
応
す
る

と
い
う
も
の
五
•
八
％
（
た
だ
し

「
無
回
答
、

0
人
」

カゞ

九
％
）

で
あ
る
。

七
•
四
％
（
た
だ
し
「
無
回
答
‘

0
人
」

が
九
•
四
％
）
、
女
子
だ
け
で
四
人
以
上

国
兄
弟
‘
姉
妹
の
数
に
つ
い
て
は
、

男
子
だ
け
で
四
人
以
上
と
い
う
も
の

そ
の
他
（
三
•
六
％
）
で
あ
る
。

貝
（
五
•
八
％
）
、
農
業
（
五
・

-
％
)
 

％
で
、

教
師
（
ニ
・
九
％
）
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

会
社
貝

(
I
O
・

-
％
)
、
公
務

商
業
（
ニ
・
九
％
）
、

-27 -



ー、 却〇匹

四、
二、

発
売

一
、
世
界
人
口
と
開
発

I
挑
戦
と
展
望

（
一
九
八
五
年
一

二
十
一
世
紀
の
人
口
戦
略

I
人
口
静
止
を
め
ざ
し
て

三
、
中
国
人
口
増
加
の
分
析

二
九

0
頁

吉
林
大
学
人
口
研
究
所

三
三
一
頁

（
一
九
八
五
年
七
月
）

高
齢
化
社
会
基
礎
資
料
年
鑑

1

世
論
調
壺
‘
統
計
、
将
来
推
計
、
国
際
比
較

定
価
一
八
、

0
0
0
円

中

央

法

規

出

版

闊

六

0
一
頁

エ

ー

ジ

ン

グ

総

合

研

究

セ

ン

タ

ー

編

集

委

貝

会

編

著

一
九
八
六

発

行

時

潮

社

黒
田
俊
夫

監
訳

定
価

四
、
五

0

0
円

王

勝

今

著

発

行

サ

イ

マ

ル

出

版

会

（
一
九
八
五
年

一
月
）

黒

田

俊

夫

訳

定
価

一
、
五

0

0
円

著 ラ
フ
ァ
エ
ル

•
M

・
サ
ラ
ス

国
連
人
口
活
動
基
金
事
務
局
長

発

行

時

潮

社

一
月
二
五
日
）

黒
田
俊
夫

監

修

七
九
九
頁

定
価
九
、

0
0
0
円

「
世
界
人
口
と
開
発
」
翻
訳
委
貝
会

フ
ィ
リ
ッ
プ

•
M

・
ハ
ウ
ザ
ー
編

訳

人
n。
開
発
関
係
刊
行
物
紹
介

--
- 28 -



J> ， ， 8 8 7 7 ，， 
月 月 月 月 I 月 月
19 13 25 II 8 24 17 g 日 日 日 日 月 日 I 日

7 28 
日 日 ● 

m 
本ネゴ I ゴ関乙塁 ネ発昭派礎昭

謡
協シ東イアす シに和遣調和
会ア南ンジる ア関六° 査六

理目アドア °'O月日Iこす I L 十

事 I ジネ諸究 派る一 調ー
会しアシ国し 遣調年 杏年

開国諸アの報 ゜杏度 団度

催内国国農告
L 

一
7 ~ ゴ

検等 I 村書在 調ア 団東
於討人 L 人刊 日 壺ジ 長南

赤会口国口行留 団ア 黒ア

坂開 内 と ，゚，，，子．^  へ諸 田ジ

プ催開検農 生 団国 俊ア

リ ゜発討業 の 長の 夫諸

ン 基会開 巫子 川農 -国

ス 礎開発 習 野村 イ 等

ホ 調催に と 重人 ン 人

テ 森 ゜関 生 任口 ド ロ
)レ I す 活 ~ と ネ

゜ ィ る 条 ィ 農 シ開

ン 調 件 ン業 ア発

ド 在 に ド開 に基

-29 -



几 九 十九
七 七 七
四 四 十三

四 I 
四 十

1 十
八
ヽ

~ ~ 

ゴ 7 シ ァ
宜 食 衆国

゜ ゜
ア ジ

゜ ゜
言 糧 森 際 他 国 ‘ア

プ 人要各八 書 と 冊参 人 官花 阿佐岸会 フ 人

を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 庁 村 部藤 議 イ ロ
と す政及名 ロ で党問 ‘仁 昭 信員 リ 事

る 食 る 府び ．． に 初派題 マ 八 吾隆介 ピ情

糧五に 十佐 関 の議議 ス 郎 ン視ヽ ヘ
と 問項現ー藤 す 試貝 員 コ

ヽ
山 団 ~ 咲， 

を 題 目 実 月 る みー 懇 ミ w 崎長 団

要解か的の隆 宣 で一談 関 p コ屯 、一ノ 派

請決 ら且世 言 あ 九会 係 レ 男
ヽ

遣

し の成つ 界
L る 名 L 等 I ‘田 ヘ

た為る 果人 ゜ で設 9ゞ 加 中 イ
宣 ゜敢口 国 発立 I 藤龍 ン

言国 な ＾連 足ヘ
ヽ

シ 夫 ド
文連 諸食 於式 0 .6云、

} ズ
゜ に 政糧 " 典 長 工 八 夕

リ 策会 国 .. ィ ‘田 イ
I を 議 連 岸 デ 貞
ダ 採に 本 イ 義 イ
I る 先 部 信 ン

ヽ
ン

シ よ JL ＇ 
ヽ 介 グ ド

ツ 7 ち
ヽ ス ネ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
U． 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
事
業
経
過
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九九 九 八九
七 七 七
三七 四 十四

I 
九

十九 十
I 八

八 ＝ 
ヽ 十

ヽ

．~~ 

ンヽ3 中 I 第

゜
顧 国ル南 参 p 堂斉 ＝ 

を 先 U 大問吉安岸会 ‘米 加 u 森藤 回

結進 N 来団寺係 議ア 家 国列 芳邦

成国 F 佐＾ 子信貝 メ 族 " 国 夫吉 国

さ に p 武十宏藤介＾ リ 計 提 ゴ佐六議 ヘ 際

せ も A 郎六 ‘吉へ八 力 画 唱 食藤十会 柏 元 人

る
'.  ‘名 他 ‘団名 ‘視 ゜糧 五同 原厚 ロ
ベ途名 花- 和長-力 察 と 隆 力 盟 ヤ生 ム工

く 上 ‘村 田- ナ 団 人代国会 ス 大 議

‘国事仁 耕
ヽ

ダへ ロ 議 議 ‘臣

各に 務八 作佐 ヽ メ 問士 中-

国 も 局郎 ‘藤 キ 題 沢

立 ‘五 阿 シ L 伊八

法人名 他 部隆 コ ラ 双SJ_ 田

府 ロ 昭
ヽ ヽ

イ 子 貞ヘ ヘ

議問 吾住 コ ス 於 義総於

貝 題
ヽ ロ ．． 他 ‘勢 .. 

に 議 福栄 ン ノゞ 束 佐 プ

呼貝 岡作 ビ ン 藤四 力

ぴ グ 義 ア ク 五 レ

かル ヌ立
ヽ

構 隆〇 ス
け I 

ヽ
プ 想 ~ 示 '0  卜

た プ ラ を ・-・ 人-
゜
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九 1- 几 三九 十九

七 七 七 二七

九 十 八 ニ八 七

~ " 十 五

I 
八 l 

,-
＝ 十 ＝ I 

十 十

七 ＝ 
--- 十

ヽ

I I 人 人

日 p 日 p 

゜
。 参 口

゜
。日 参 口

゜
本

゜ ゜
本

゜
予運 加 と 国議一 本加 と

ゴ側 p 開側 p 算営 国 開 際貝 九側 国 開

宜 参 国 催参 国 委 ．． 発 議へ七 ．． .. 発

言加 際 国）Jn 際 貝 四 メ 米 列 貝 の七佐 B 先
L 
者 会 ‘者 ム云 メ 十 キ 国 会呼年 藤 進

＇の .. 議

゜
.. 議 ン 名 シ 英 I 国 議 ぴ九 米 国

草佐 準 主佐 準 " ヽ
コ 、 ム工 の か 月 隆 ム云

案藤 備 催藤 備 I ‘加 第 議 開 け の ‘英 議

作 委 機 委 国 日 ブ 貝 催 ゜中 和回
ヘ

成隆 貝 関隆 貝 ‘本 ラ 西 ヘ に 南 田 加 ロ
ヽ ム云 ヽ Lコ、

゜
ジ 独、国 I っ 米耕

ヽ
ン-

゜
他 、一、

゜
他 ー^、 参十ル

際
p 9ヽ 視作西 ド

ム工 第 議 第 加名
ヽ

イ

゜
て 叙ホ ‘独 ン

議 ＝ 題 国- ン
ムコ

討 に 土＾、一` コ
議ど

規 回 etc 於 回
ヽ ロド 議 り1 井五 ポ

＾ 
-疋 於-

ヽ ．． ヽ

゜
ン 、準 東 ゜ 続 た 力 ン

ヽ
" に チ 議 ビス 備 京 き か 国

゜
メ つ ュ 事 アリム云会 各子 .. ベ

13 キ し、 二 日 ＾フー議 議 国 十 ）レ

程 シ て ジ 程 九 ン I 立
， 

リ/¥ 

etc コ ア
ヽ ヵ ヵ 法 名 ン

ヽ ヽ 国
ヽ 府 ｀ 

・-・ 
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ヽ
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ヽ

I 藤名 関
取 と 栄 シ マ＾ア 二十 七 ジ ‘“ u プ ヽ

付 し 作ア レ 於 セ 月 月 月 月 ア 一採 N 
ヽ
隆 I 

け て
ヽ

I ．． ァ の 九択 F 結
ヽ p 

、一、

た 参井五 シ ク ン ヘ ヤ プに 仏 中 於 ケ 各八 p 成 石 p .-. 
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を 晋 国

ヽ
ラ ム云 定 イ ジ て ス の ヤ 陸年 に 等 ．． 

し 方-夕 ル議 ヽ ロ ）レ 卜 北 の で 慟十 茂 ス
イ ン 貝 に の ラ 京 ナ の ア き 五

ヽ
リ

北
‘プ代 於 リ ス に イ 人 フ か 力 中 ラ

京
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